
2022（令和4）年度　沖縄国際大学一般選抜試験問題
【選択科目：地理B】

注 意 事 項

1．試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけない。

2．入学志願票及び受験票に記入された科目を解答すること。

3．入学志願票及び受験票に記入された以外の選択科目を解答した場合は、無効とする。

4．筆記用具は、鉛筆（HB）または、0.5 ミリのシャープペンシル（HB）に限る。

5．問題の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁に気付いた場合は、手を挙げて監督者に知らせること。

6．問題冊子の余白等は適宜利用してもよい。

7．試験終了後、解答用紙のみを提出すること。問題冊子は持ち帰ること。
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Ⅰ　地形に関する文章を読んで以下の問いに答えなさい。

　河川は上流で山地を侵食し、生じる砂礫を下流に運搬し、低地や海岸に堆積させ、平坦な地
形をつくる。山地から河口にかけてできる平野を ①  平野とよび、多くの人が暮らしを営
む場所となっている。日本を含む温暖湿潤地域の地形の多くは、河川の影響を強く受ける。傾
斜が急な山地を流れる河川は、侵食・運搬作用が大きく、山地は河川によって深く刻まれる 
②  谷が発達する。河川は、山地から平野に出たところで流れが遅くなる。そのため、運搬

力が減少し、それまで運んできた土砂を堆積させる。その結果、砂礫が扇状に堆積し、 ③  
が形成される。さらに下流へいくと、河川は河道の位置を自由に変えられるようになり、河川
は蛇行する。洪水をきっかけに河川の流路が変わると、 ④  ができる。河道の近くには、洪
水時に水とともにあふれ出た砂が堆積し、 ⑤  とよばれる微高地を形成する。 ⑤  の背
後には、水はけの悪い ⑥  が発達する。 ④  や ⑤  、 ⑥  などの洪水時に河川の
氾濫によって形成される地形全体を ⑦  とよぶ。河口に近づくと、流れは減速して河川は
運搬力を失い、砂や泥が堆積して ⑧  を形成する。
　一方、沖縄県中南部のような厚い石灰岩に覆われる地域では、地表に ⑨  とよばれるく
ぼみが多数できる地形が生じ、地下には鍾乳洞が発達することがある。これらの独特な地形を
カ
ａ

ルスト地形とよぶ。鍾乳洞の天井が落盤するなどして、 ⑨  が結合・拡大すると、平
ｂ

らな
谷底をもつ地形が形成される。この地形がさらに侵食が進み、底面積が 100km2以上と大規模に
なると、 ⑩  という地形が発達する。

問１　 ①  ～ ⑩  にあてはまる語句を、下記の【語群】から選択して記号で答えなさい。
（各１点）

【語群】
　ア．三角州（デルタ） イ．V 字 ウ．沖積 エ．ポリエ
　オ．氾濫原 カ．U 字 キ．扇状地 ク．三日月湖
　ケ．ドリーネ コ．後背湿地 サ．メサ シ．モレーン
　ス．砂丘 セ．自然堤防

問２　下線ａのカルスト地形はどのように形成されるかを答えなさい。（７点）

問３　下線ｂにあてはまる地形の名称を答えなさい。（２点）
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※　解答はすべて解答用紙に記入すること。
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問４　図１は名護岳の地形図（２万 5000 分の１縮尺）である。50m 及び 10m 間隔の等高線は
それぞれ何と呼ばれているか。（各２点）

問５　解答用紙の地形図について尾根線３本を破線で、谷線４本を実線で記入せよ。（７点）

問６　図１の地形図から読みとることのできる名護岳の標高を答えなさい。（３点）

図１　名護岳の地形図（1:25000 地理院地図）
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Ⅱ　水産業と漁業の種類に関する文を読んで以下の問いに答えなさい。

　一般的に漁業は、第一に淡水域で行われる ①  漁業で ②  などが養殖される場合が
多い。第二には ③  漁業とよばれるもので Ａ  海里の範囲内で営まれている漁業で 
④  の採集や ⑤  漁で経営規模は、 ⑥  規模である。魚種では ⑦  などがあげら

れる。第三では ⑧  漁業である。出漁期間は 10 日以内の操業で、約 Ｂ  海里以内で行
われる。経営は ⑨  規模でわが国における漁業部門の中心である。主な魚種は ⑩  であ
る。第四は ⑪  漁業である。経営は ⑫  規模な水産会社によって行われている。母港か
ら遠く離れた海域で行う。1970 年代に起きた２度のオイルショックと排他的経済水域（EEZ）
の設定で衰退傾向にある。魚種は ⑬  である。
　一方、養殖業は、魚類、貝類などを人工的に育てる漁業でノリ、ホタテ、ブリ、カキ、エビ
などの Ｃ  養殖とウナギ、アユなどの Ｄ  養殖である。さらに Ｅ  漁業は稚魚を自
然界に放流し、成魚を捕獲する漁業をいう。

問１　 ①  ～ ⑬  に入る語句を下の【語群】から選んで記号で答えなさい。（各１点）

【語群】
　ａ　沿岸 ｂ　内水面 ｃ　ウナギ・コイ・マス ｄ　遠洋
　ｅ　大 ｆ　定置網 ｇ　底引網 ｈ　中
　ｉ　小 ｊ　沖合 ｋ　タイ・タコ・エビ ｌ　ニシン・タラ・サバ
　ｍ　カツオ・マグロ ｎ　貝類

問２　 Ａ  ～ Ｅ  に入る適当な語句を記入しなさい。（各２点）

問３　文中の下線に示した排他的経済水域（EEZ）について説明しなさい。（５点）



地理 B　8 − 4

問４　下に示した【Ａ群】⑴～⑸の五大漁場名について、【Ｂ群】からそれぞれ正しいと思わ
れる説明文を選んで番号で答えなさい。（各１点）

【Ａ群】
　⑴　太平洋南東部漁場　　　　⑵　太平洋北西部漁場　　　　⑶　太平洋北東部漁場
　⑷　大西洋北東部漁場　　　　⑸　大西洋北西部漁場

【Ｂ群】
　①　アラスカ半島～バンクーバーまでの海域で、サケ、タラ、ニシンなどが多く獲れる。

市場から離れているため、沿岸に缶詰、冷凍工場が多数立地している。
　②　ニューファンドランドを中心にラブラドル海～ハッテラス岬までの範囲である。メ

キシコ湾流（暖流）とラブラドル海流（寒流）が流れる。魚種はタラ、ニシン、ヒラメ、
サバなどがある。

　③　ペルー海流の影響により湧
ゆう

昇
しょう

流がみられプランクトンが豊富である。アンチョビ（カ
タクチイワシ）の漁獲量が多い。

　④　北海中心で、ノルウェー海からビスケー湾までの範囲である。ドッガーバンク、グ
レートフィッシャーバンクなどがある。魚種はニシン、タラ、カレイ、サバ、ヒラ
メなどである。

　⑤　日本列島からカムチャッカ半島沖、東シナ海までの範囲である。親潮（寒流）と黒
潮（暖流）が流れ、潮目や大陸棚が多い。魚種は寒流系のサケ、タラ、マス、暖流
系のイワシ、サバ、カツオなどが獲れる。
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Ⅲ　次の文章を読んで以下の問いに答えなさい。

　発展途上国では、農村部からの大量の人口流入によって、極度に人口が集中する ①  現
象が顕著である。とくに青年層を中心に、雇用機会や便利な生活を求めて、都市への移動が目
立っている。これら移動者の多くは、露天商や靴磨きなどの公的な許可を受けない ②  と
よばれる経済活動を余儀なくされ、不安定な生活環境に置かれている人が多い。また雇用と
ともに、住宅の供給が追いつかず、路上で寝起きするホームレスや ③  の姿を見かけるこ
とも多く、 ④  が都心部や周辺部で広がることもある。 ④  では、生活の基盤である 
⑤  の整備が十分ではなく、不衛生な社会環境のもとに置かれている。

　先進国の大都市では、企業の本社などの ⑥  機能が都心に集中する一方で、通勤者向け
の住宅地が郊外に形成され、大都市圏が拡大した。拡大した都市空間では、 ⑦  の高騰や通
勤ラッシュ、ごみ問題などの過密問題が深刻化した。
　また、欧米の大

ａ）
都市圏では、1970 年代以降、都心周辺部で人口が減少し、商工業が衰退する 

⑧  化がみられた。さらに失業者や高齢者などの貧困層が滞
たい

留
りゅう

し、住居の老朽化や犯罪の増
加が顕著になる ⑨  問題が表面化した。

問１　文中の ①  ～ ⑨  に適切な語句を記しなさい。（各２点）

問２　下線ａ）に関して、大都市圏（メトロポリタンエリア）の範囲を超えてひろがった「大都
市群」を記し、その特徴について、事例を挙げて説明しなさい。（５点）
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Ⅳ　沖縄県那覇市における 1919（大正 8）年と 2000（平成 12）年の地形図を比較して、以下の問
いに答えなさい。
1919 年（大正８年）

出典：『大正・昭和　琉球諸島　地形図集成』（柏書房）
※戦前の地形図は、地名については右横書きとなっています。
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出典：2 万 5000 分の 1 地形図「那覇」（平成 11 年修正測量）

2000 年（平成 12 年）
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問１　1919（大正８）年の地形図にある、前島町周辺でつくられていた食生活に欠かせない調
味料を記しなさい。（３点）

問２　1919（大正８）年の地形図にある國場（国場）の集落形態について記しなさい。（２点）

問３　1919（大正８）年の地形図にある垣花町一帯は、2000（平成 12）年の地形図では、どの
ような土地利用に変容しているのか記しなさい。（３点）

問４　2000（平成 12）年の地形図にある宅地造成中とある場所は、現在ではどのような空間に
変容しているのかを記しなさい。（３点）


